
　

倶
知
安
農
業
高
校
で
９
月
29
日
（
火
）、

世
界
的
な
ボ
タ
ニ
ッ
ク
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
杉

野
宣
雄
先
生
に
よ
る
押
し
花
講
座
が
開
催
さ

れ
、
全
校
生
徒
85
名
が
作
品
作
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
本
講
座
は
今
回
で
３
回
目
、
最
終

回
を
迎
え
ま
す
。

　

講
座
の
冒
頭
で
、
杉
野
先
生
は
色
鮮
や
か

な
野
菜
や
果
物
を
使
用
し
た
押
し
花
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。「
野
菜
に
こ
の
よ
う
な
使

い
方
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
」
と
、

そ
の
美
し
さ
に
生
徒
た
ち
は
感
銘
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
座
で
生
徒
た
ち
は
「
い
ろ
ど
り

染
め
」
と
い
う
技
法
を
学
び
ま
し
た
。
い
ろ

ど
り
染
め
と
は
、
葉
に
専
用
の
絵
の
具
を
塗

り
、
ス
タ
ン
プ
す
る
よ
う
に
紙
や
布
を
染
め

る
技
法
で
す
。

　

生
徒
た
ち
は
、
校
内
の
敷
地
で
採
れ
た
ク

ワ
の
葉
を
使
っ
て
、
は
が
き
を
染
め
る
作
業

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
最
初
は
思
い
描

い
た
よ
う
な
色
合
い
が
出
な
か
っ
た
り
、
う

ま
く
染
ま
ら
な
か
っ
た
り
と
試
行
錯
誤
し
て

い
た
様
子
も

見
ら
れ
ま
し

た
が
、
ハ
ン

カ
チ
や
ネ
ク

タ
イ
を
染
め

る
後
半
時
に

は
、
上
手
に

染
め
る
こ
と

が
で
き
た
よ

う
で
す
。

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　

ま
た
、
生
徒
た
ち
は
前
回
の
講
座
で
作
っ

た
じ
ゃ
が
い
も
の
花
の
押
し
花
を
使
っ
て
、

羊
蹄
山
の
絵
を
作
る
作
業
に
も
取
り
組
み
、

全
校
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
チ
ョ
ー
ク
で
描
か

れ
た
羊
蹄
山
の
下
に
、
慎
重
に
じ
ゃ
が
い
も

の
花
を
並
べ
て
い
き
ま
し
た
。
仕
上
げ
に
杉

野
先
生
が
、
カ
ラ
フ
ル
な
野
菜
を
使
用
し
た

押
し
花
を
あ
し
ら
い
、
１
枚
の
素
晴
ら
し
い

絵
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

講
座
の
最
後
に
は
、
全
校
生
徒
を
代
表
し

て
、
生
徒
会
長
の
滝
沢
サ
ン
ア
ン
ド
レ
ア
ス

君
が
「
普
段
の
生
活
で
気
付
か
な
か
っ
た
植

物
の
活
用
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
回
の
講
座
で
得
た
視
点
を
今
後
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
杉
野
先

生
に
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
年
生
の
草
花
班
の
生
徒
た
ち
は

「
今
回
教
え
て
も
ら
っ
た
押
し
花
を
、
地
域

の
人
た
ち
に
伝
え
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
す
」
と
今
後
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
座
で
作
っ
た
作
品
は
11
月
５
日

ま
で
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
で
展
示
さ
れ
ま

す
。
生
徒
た
ち
が
一
生
懸
命
作
っ
た
作
品
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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▲生徒たちを指導する杉野先生（写真左）

▲押し花を並べる生徒たち

新
た
な
植
物
の
活
用
法
を
|
農
業
高
校
押
し
花
講
座
|

清
水 

健
治　
氏
（
町
文
化
協
会
理
事
）

　

聖
月
流
聖
江
会
発
足
時
に
入
会
、
同
時
に

日
赤
芸
能
奉
仕
団
に
入
団
し
、
町
文
化
祭
や

黒
松
内
つ
く
し
園
等
福
祉
施
設
の
慰
問
活
動

に
参
加
、
く
っ
ち
ゃ
ん
阿
波
衆
の
会
「
く
っ

ち
ゃ
ん
じ
ゃ
が
連
」
と
し
て
文
化
協
会
に
在

籍
、
く
っ
ち
ゃ
ん
じ
ゃ
が
祭
り
や
ふ
れ
あ
い

福
祉
ま
つ
り
で
の
活
躍
が
顕
著
で
あ
る
。

　

ま
た
、
平
成
13
年
か
ら
は
文
化
協
会
理
事

と
し
て
14
年
間
、
平
成
22
年
に
は
同
会
長
と

し
て
会
員
の
文
化
意
識
の
向
上
に
努
め
、
文

化
協
会
の
発
展
に
貢
献
し
た
。

田
中 

喜
美
子　
氏
（
百
踊
会
）

　
「
百
踊
会
」
と
し
て
自
ら
の
舞
踊
の
会
を

設
立
、
会
員
と
共
に
文
化
祭
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

芸
能
大
会
な
ど
数
多
く
出
演
、
ま
た
福
祉
施

設
な
ど
に
慰
問
を
行
う
。

　

後
志
舞
踊
の
会
に
入
会
、
道
民
芸
術
祭
後

志
舞
踊
大
会
に
も
毎
年
参
加
し
、
自
ら
の
技

量
の
向
上
に
努
め
る
と
共
に
文
化
協
会
が
開

催
す
る
芸
能
発
表
会
を
は
じ
め
各
種
行
事
に

倶
知
安
町
文
化
協
会 

（
堀　

敏
久
会
長
）
の
文
化
賞
、
文
化
奨
励
賞
が
決
ま
り
、
今
年
は
、
文
化
賞
に

２
氏
、
文
化
奨
励
賞
に
７
氏
が
選
ば
れ
、
11
月
３
日
（
祝
）
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
総
合

文
化
祭
の
席
上
、
表
彰
さ
れ
ま
す
。

　11 月 3 日（祝）に開催され

る芸能発表会の日程は次のと

おりです。ぜひお越しくださ

い。

■内容・開催時間／

　○芸能発表会（1部）

　　11:30 ～ 13:30

　○文化賞・文化奨励賞表彰式

　　13:45 ～ 14:30

　○芸能発表会（2部）

　　14:40 ～ 17:30

積
極
的
に
参
加
協
力
す
る
な
ど
、
舞
踊
界
に

先
進
的
に
活
躍
さ
れ
、
文
化
の
向
上
に
貢
献

し
た
。

▽
神
保 
信
宏　

氏
（
倶
知
安
陶
芸
愛
好
会
）

▽
西
村 

修　

氏
（
え
ぞ
ふ
じ
ハ
ム
ク
ラ
ブ
）

▽
関
根 

幸
子　

氏
（
陶
炎
会
）

▽
村
田 

幸
子　

氏
（
白
樺
書
道
愛
好
会
）

▽
髙
橋 

清　

氏
（
く
っ
ち
ゃ
ん
郷
土
盆
踊　

　

り
同
好
会
）

▽
大
西 

由
希
子　

氏
（
扇
和
会
）

▽
小
松 

猛　

氏
（
北
海
道
詩
吟
連
盟
倶
知

　

安
支
部
）

文

化

賞

文
化
奨
励
賞

文
化
賞
、
文
化
奨
励
賞
に
９
氏
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
お
問
い
合
わ
せ

◆
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
―
20
―
０
１
７
８

平
日
９
時
30
分
〜
22
時

土
日
祝
日
９
時
30
分
〜
17
時
30
分

※
年
末
年
始
除
く

◆
外
国
語
対
応
（
５
カ
国
語
）

　

☎
０
５
７
０
―
20
―
０
２
９
１

◆
町
総
務
課
法
務
支
援
係

　

☎
56
―
８
０
０
０

Vol.10　マイナンバー詐欺に注意 !!

　

皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。マ
イ
ナ
ち
ゃ

ん
で
す
。

　

10
月
５
日（
月
）か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
が
始
ま
り
、
10
月
下
旬
頃
か
ら
11

月
中
に
、
通
知
カ
ー
ド
が
郵
送
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た
不
正
な

勧
誘
や
個
人
情
報
の
取
得
を
行
お
う
と

す
る
電
話
、
メ
ー
ル
、
手
紙
、
訪
問
な

ど
に
関
す
る
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
や
利
用
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
な
ど
の
手
続

で
、
国
の
関
係
省
庁
や
地
方
自
治
体
な

ど
が
、口
座
番
号
や
口
座
の
暗
証
番
号
、

所
得
や
資
産
の
情
報
、
家
族
構
成
や
年

金
・
保
険
の
情
報
な
ど
を
聞
い
た
り
、

お
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
要
求
し

た
り
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
も

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

次
の
点
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

①
「
な
り
す
ま
し
」
の
郵
送
物
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
！

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、「
通
知
カ
ー
ド　

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
在
中
」、

「
転
送
不
要
」
と
赤
字
で
書
か
れ
た
封

筒
に
入
っ
て
、
簡
易
書
留
で
郵
送
さ
れ

ま
す
。
普
通
郵
便
で
ポ
ス
ト
に
入
っ
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
配
達
員
が
代
金
を
請
求
し
た

り
、
口
座
番
号
な
ど
の
情
報
を
聞
い
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

②
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
の
返

信
用
封
筒
の
宛
先
が
「
地
方
公
共
団
体

情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
」
で
あ
る
か
、
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
交
付
申
請
書
に
口
座
番
号
な

ど
を
記
載
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
関
連
で
あ
る
こ
と

を
か
た
っ
た
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
き
た

場
合
、
自
分
の
勤
務
先
な
ど
送
付
者
が

明
ら
か
な
も
の
を
除
き
、
安
易
に
開
封

し
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

④
「
あ
な
た
の
名
前
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
貸
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
依
頼
は

詐
欺
の
手
口
で
す
。
こ
う
し
た
内
容
の

電
話
や
訪
問
に
は
応
じ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
か
た
っ
た
不

審
な
電
話
、
メ
ー
ル
、
手
紙
、
訪
問
等

に
は
十
分
注
意
し
、
ご
近
所
同
士
で
声

を
掛
け
あ
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
内

容
に
応
じ
て
は
、
役
場
、
警
察
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
消
費
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
☎
１
８
８
）
に
連
絡
・

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

冬
で
も
過
ご
し
や
す
い
住
宅

町
営
住
宅
「
白
樺
団
地
」
が
国
交
相
表
彰
受
賞

和
菓
子
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

住
宅
・
建
築
分
野
に
お
け
る
功
績
に
対
し

て
贈
ら
れ
る
第
27
回
住
生
活
月
間
功
労
者
国

土
交
通
大
臣
表
彰
を
倶
知
安
町
が
受
賞
し
、

10
月
17
日
（
土
）
に
横
浜
市
で
行
わ
れ
た
式

典
に
お
い
て
、
西
江
町
長
が
国
土
交
通
大
臣

よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
町
営
住
宅
「
白
樺
団
地
」
に
対

す
る
施
策
が
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　

白
樺
団
地
（
写
真
）
は
、
豪
雪
対
策
と
し

て
住
宅
と
道
路
を
近
接
さ
せ
、
物
置
な
ど
を

住
宅
と
一
体
化
す
る
こ
と
で
除
雪
労
力
の
軽

減
を
図
る
な
ど
、
冬
で
も
快
適
な
生
活
を
送

れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
羊

蹄
山
へ
の
眺
望
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
道

南
杉
材
を
活
用
す
る
こ
と
で
景
観
に
配
慮
し

た
点
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
民
館
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
講
座
が

開
講
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
の
一
つ
に
和
菓

子
作
り
講
座
が
あ
り
ま
す
。

　

10
月
７
日
（
水
）、
ひ
ら
ふ
地
区
で
和
菓

子
工
房
を
営
む
渡
辺
真
理
先
生
を
迎
え
、
参

加
者
は
う
さ
ぎ
ま
ん
じ
ゅ
う
の
作
り
方
を
学

び
ま
し
た
。

　

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、

生
地
づ
く
り
か
ら
始
ま

り
、
白
あ
ん
の
た
っ
ぷ

り
入
っ
た
可
愛
ら
し
い

真
っ
白
な
お
ま
ん
じ
ゅ

う
が
蒸
し
あ
が
る
と
、

参
加
者
か
ら
「
わ
ぁ
！
」

と
歓
声
が
。
お
ま

ん
じ
ゅ
う
に
食
紅

な
ど
で
、
う
さ
ぎ

の
顔
を
飾
れ
ば
出

来
上
が
り
で
す
。

　

参
加
者
は
笑
顔

で
出
来
立
て
の
お

ま
ん
じ
ゅ
う
を
ほ

お
ば
り
ま
し
た
。
残
り
は
き
れ
い
に
ラ
ッ
ピ

ン
グ
し
、
お
み
や
げ
と
し
て
持
ち
帰
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
最
近
倶
知
安
町
に

引
っ
越
し
て
来
た
方
も
お
り
、
講
座
は
交
流

の
場
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。　


